
問　題　提　起

日本大学 経済学部教授　古　庄　　　修

　日本大学の古庄と申します。本日は限られた時間ではありますけれども、よろしくお願いいたし

ます。このような機会を与えていただいたことに心より感謝申し上げます

　（シート２）早速ですが、中身に入ってまいりたいと思います。ご承知のとおり、国際統合報告

評議会（IIRC）は、グローバルな金融安定化と持続可能な経済社会の再構築を目的といたしまして、

2013年12月9日に『国際統合報告〈IR〉フレームワーク』を公表いたしました。中長期的視点に基

づく、価値創造プロセスに係るコミュニケーションを求めるのが国際統合報告フレームワークであ

りますけれども、統合報告の制度化をめぐる諸問題を「統合財務報告制度」という観点からとらえ

まして、ここでは財務報告の枠組みの変容について、ご報告をしたいと思っております。

　問題提起という役割が与えられておりますので、以下４つの点を網羅したいと思っております。

１つは、「統合報告＝ワンレポート＝１冊にまとまった紙媒体の報告書なのか」という点であります。

必ずしもそうではないということを明確にしてまいりたいと思います。

　また、２つ目には、「統合財務報告制度」と私が考えております枠組み、この形成プロセスにお

いて、統合報告の制度化は財務報告の何を組み替えていくのか、このことを問題にしたいと思いま

す。

　さらに３つ目ですが、そもそも統合報告の制度化を求める「実需」というのは、とりわけわが国

のどこにあるのだろうか、という視点をもって諸外国の統合報告の現在について考えたいと思いま

す。

　また４つ目、本日はこの点を特に強調したいのですが、IIRCのフレームワークは、「comply or 

explain」アプローチを採用しています。その際、「統合的報告」、すなわち自己表明型統合アニュ

アルレポートの広がりをどう受けとめるべきか、この問題を取り上げたいと思っております。つま

り、IIRCのフレームワークに準拠した統合報告書と、その点があいまいな「統合的報告」。後者を

自己表明型統合アニュアルレポートあるいは自称統合報告書と私は言っていますけれども、これを

区別して検討したいと考えております。

　（シート３）実は、本日の報告もその成果の一部ですが、われわれは、統合報告について研究グルー

プを組織し、これまで研究を進めてまいりました。今月の４日に国際会計研究学会におきまして、

われわれの研究グループは最終報告を行いました。今、スクリーンに映し出されておりますのが、

そのメンバーでございます。「国際統合報告フレームワークの形成と課題」と題するテーマの下に

研究を進めてまいりました。
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　（シート４）その概要として、研究の目的を少し細かく示しておりますけれども、本研究は財務

報告制度の現在に、統合報告を論じる際の基本的課題が既に顕在化しているということを基本認識

といたしまして、統合報告の制度化の経路であるとか、あるいは財務情報と非財務情報の統合の局

面に焦点を当てるものであります。すなわち、IIRCの国際統合報告フレームワーク意義と課題を

掘り下げて研究していこう、ということが趣旨であります。とりわけ、われわれが基礎としており

ます統合報告の概念フレームワークと、財務報告の概念フレームワークは共通するのかどうか、そ

の同質性と異質性を論点に加えて研究を進めてまいりました。

　（シート５）われわれの研究グループの中で、IIRCにおいて直接議論に参加されております公認

会計士の森先生もご一緒させていただきました。森先生からご教示いただきましたことの１つとし

て、国際統合報告フレームワークの形成の経緯をここに示しております。

　2010年８月にIIRCが設立されて、2011年９月に討議文書が公表されました。ここでは伝統的な

財務報告モデルに対する明確な批判を基礎として、統合報告モデルが展開されたことにわれわれは

注目しました。そして、2013年12月に国際統合報告フレームワークが公表されております。

　統合報告書の公表が広がっているわけですけれども、宝印刷（株）総合ディスクロージャー&IR

研究所の調査によれば、2014年７月現在において自己表明型の統合報告書の作成企業は107社であ

り、統合報告書の作成企業はさらに広がっているというのが現状であろうかと思います。

　（シート６）統合報告書の作成においては、このIIRCのフレームワークが参照されているのだろ

うと思いますけれども、やはりハウツーが強調されるが故に、右側の「４．内容要素」に産業界の

注目が集まっているように思います。しかし、統合報告フレームワークについては、むしろ左側の

適用のあり方や作成責任、基礎概念や統合報告書の作成に係る指導原則を十分に理解しておく必要

があるのではないかと考えております。

　（シート７、８）今、スクリーンに映し出しておりますのは、IIRCが示した多様な資本と価値創

造の関係についての説明を行うための、いわゆるオクトパスモデルと言われているものであります。

スクリーンには、このIIRCが示した資本の概念について説明したものを映し出しております。１

つ１つを本日取り上げる余裕はありませんが、統合報告の核心は、価値創造のプロセスであること

がこのオクトパスモデルにおいて明らかにされております。しかも、価値創造の中核にビジネスモ

デルが位置付けられております。このことには、しっかりと注目しておく必要があると思います。

　さらに言えば、統合報告の基調にある考え方は、ご承知かと思いますけれども、ポーター＝クラ

マーによって提唱された共通価値の創造、すなわち社会的課題の解決に向けた社会的価値と経済的

価値の同時実現を意味する、いわゆるCSVの考え方に非常に類似している、ということも言われ

ております。

　（シート９）われわれ研究グループは、今示しております目次・内容をもって報告書をまとめた

ところであります。ただ、本日の報告は本研究に参加された各先生方の議論を要約するのではなく、

私がこれまで考えてまいりました「統合財務報告制度」という枠組みの中で、統合報告が提起して

― 8―

04　問題提起-古庄氏.indd   804　問題提起-古庄氏.indd   8 2016/03/25   9:48:112016/03/25   9:48:11



いる問題を把握してみたいと思っております。

　（シート10）統合報告をめぐる問題のとらえ方として、財務報告の制度的枠組みにおけるナラティ

ブな情報に注目しますと、アメリカのMD&A、イギリスのOFR（Operating and Financial 

Review）、IASB（国際会計基準審議会）においてはＭＣ（Management Commentary）として表

記されているところですが、こうしたナラティブな情報をめぐる開示問題の中に、既に統合報告の

基本的な検討課題が顕在化していたのではないかと考えてまいりました。

　なお、私が言うところの「統合財務報告制度」といいますのは、財務諸表と注記および付属情報、

この付属情報にMD&A、OFR、MCのようなナラティブな情報が含まれるわけですけれども、こ

れが一体となって財務報告の目的を果たす際に、財務情報のみならずこの目的に照らして統合され

得る情報、非財務情報を含めて体系化された、財務諸表をあくまでも中核とする報告制度と定義し

ております。

　また、ナラティブな報告という場合には、定量的な情報と定性的な情報、あるいは財務諸表に認

識されないオフバランス情報、その他の非財務情報を包含したナラティブな文章形式の報告という

ように定義をしておきたいと思います。こうした「統合財務報告制度」は、実際には漸進的な変化

の過程の中で形成されていくものととらえるべきであると思います。理論的には、次世代報告モデ

ルの急進的な転換とみる主張もあり得るわけですけれども、ここでは統合報告の制度化を漸進的な

変化の過程としてとらえておきたいと思っております。

　（シート11）統合報告を取り巻く環境変化としては、IIRCも明示しているように、金融資本市場

が短期志向であることを理由とした、いわゆるリーマンショック以後の世界的な金融危機に対する

猛省、並びに世界各地に顕在化する異常気象、あるいはサプライチェーンマネジメントにも関係す

る地球環境問題に対する企業の社会的責任（CSR）への危機感があろうかと思います。わが国にお

いても、こうした側面から統合報告を必要とする変化が具体的に生じているように思います。１つ

１つは取り上げませんが、ここに幾つか列挙しておきました。

　（シート12）IIRCは統合報告の役割として以下の４つを挙げておりますけれども、統合報告は経

済環境のグローバルな変化をとらえて、企業経営者自らが従前の経営のあり方を見直すとともに、

財務資本提供者とりわけ機関投資家が、短期投資から中長期的なリターン並びにリスクと機会要因

を重視する長期投資に転換するということを意図した、持続可能な経済社会の発展に資する新たな

改革への取り組みとして、その報告フレームワークを提示しているところであります。すなわちリ

ポーティングを通じた経営改革といってもよいでしょうし、またそこには投資家サイドの投資のあ

り方の見直しという点も含まれています。

　（シート13）このIIRCの統合報告フレームワークの特徴を要約すれば、市場主導型の枠組みであ

ること、また、現時点においては、原則主義のガイダンスであること、また、サイロ（Silo）主義

を打破するという点で結合性ということが強調されています。フレームワークにおいては、特定の

フォーマットが規定されていないという点も特徴であろうかと思います。しかしながら、フレーム
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ワークの適用に際しては、「comply or explain」の適用、すなわちフレームワークを遵守し、これ

を表明することが強調されております。

　なお、ここはいろいろな意味で問題になるところですけれども、現時点においてIIRCの統合報

告で想定する利用者は、あくまでも財務資本提供者であり、つまり、広くステークホルダーを対象

としたものとしては組み立てられていないということになります。

　なお、このフレームワークの特徴については、統合思考、統合報告、そして統合報告書を概念的

にも区別するということが、強調されています。

　（シート15）統合報告を議論する際に、私はあくまでも財務報告の外延的な拡大として統合報告

をとらえたいと考えております。その意味で、財務報告の枠組みの中で、どんな変化が生じている

のか確認しておきたいと思います。すなわち、2010年12月に、IASBはIFRS実務意見書として『経

営者による説明』を公表しました。マネジメントコメンタリー（MC）は、「IFRSに準拠して作成

された財務諸表に関連するナラティブな情報であって、財務諸表上の金額、エンティティー（Entity）

の財政状態、財務業績並びにキャッシュフローに関する歴史的な説明を利用者に提供する、また、

MCは経営者の目標と当該目的を達成するための戦略を関連付けて理解するための基礎を与える」、

このように定義されております。いわば、財務諸表の補足あるいは補完情報としてMCを位置付け、

このMCの開示を含めた財務報告の枠組みに関するIASBの認識を表明したと言えます。MCの構

成要素としては、事業の性質、目標と戦略、そして資源、リスクと諸関係、さらに成果と見通し、

並びに業績測度や業績指標等をその内容としています。

　ただ、MCについては幾つかの議論の中で誤解もあるようですので、それを整理しておきますと、

IASBはあくまでもIFRSとは異なって強制力のない表示のフレームワークとしてこの指針を示し

た、という点に１つの特徴があります。また、MCがあくまでも財務報告の境界の内側にあるとい

うことを明示したという点も重要であります。つまり、財務報告の枠組みの中に、財務諸表の補足・

補完情報として一定の非財務情報も含むMCを位置付けたということです。それは、財務諸表と概

念フレームワークを共有することも明示されています。

　ただし、サステナビリティ報告書、CSR報告書、あるいはESG情報のような開示領域に直接関

係する指針をIASBが示したという認識があるとすれば、これは誤解であろうと思います。少なく

とも、MCは投資意思決定に係るリスク情報の延長として位置付けられるものであって、さらに財

務情報と非財務情報の定義、あるいは注記とMCに係るプレイスメント・クライテリア（配置規準）

などの設定は、今なお未解決の課題であるという点を強調しておく必要があろうかと思います。

　（シート16）実際には、日本公認会計士協会（JICPA）の事例研究にも見られるように、現時点

においては多様な統合報告が出現しているということでありますが、そうした中で、MCの位置付

けとその変容という局面が非常に重要になるのではないかと考えているところです。

　多様な統合報告の形態として、例えば、年次報告書を統合報告書として開示するアプローチ、あ

るいは統合報告書を中心として年次報告書、この場合には財務報告が中心でありますが、これと
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CSR報告書を併せて開示するアプローチ等があります。

　現時点においては、従来の長大な年次報告書を基礎として、戦略あるいはビジネスモデルを軸と

して再構成したものとはなっていますが、開示情報の重要性を重視した簡潔な報告とは言い難い状

況にあろうと思います。

　「統合報告が組織の主たる報告書として、従来の報告にとって代わる」、IIRCの当初の意図はこ

のようなところにあったのだろうと思いますが、実際には、その過渡期においては、報告体系の全

体として追加的な開示を招来しているのではないかと考えております。

　（シート17、18）なお、本日の報告では、この財務報告の枠組みにおける開示のフレームワーク

については、議論をする余裕がありませんので、省略をさせていただきたいと思います。ただ、補

論の１と２として示したように、例えば、イギリスにおいては、財務報告という場合にも、その構

成要素を財務諸表、もちろんこれは注記を含みますが、MCも加えた上で、コーポレートガバナン

スまで守備範囲とするという提案もあります。言い換えれば、こうした財務報告の枠組みに会計基

準設定主体の役割が見いだされているということでもあります。また、補論２の中で、「補足」と「補

完」という言葉を補っておりますが、私が財務諸表を補足するという場合には、財務諸表上の金額

に係る追加的な説明、及び財務諸表上の結果に係る状況や事象を説明すること、これを指して補足

と申し上げております。補完という場合には、財務諸表に表示されていないような報告実体と、そ

の業績に関する財務情報、さらには非財務情報を提供するということを意味しております。

　（シート19）こうした財務報告の枠組みをめぐる議論を踏まえて、統合報告が制度化されている

ことで知られている南アフリカにおける動向を説明したいと思います。

　ご承知のように、南アフリカにおいては、ヨハネスブルク証券取引所が、2010年３月１日以後開

始する事業年度から統合報告書の提出を義務化しています。もちろん他方においては、統合報告の

制度化という場合、実務の中に任意開示であっても、それが定着していくというプロセスをもって

制度化という認識もあろうかと思います。南アフリカの場合には、世界で最も早く統合報告書の提

出を義務化したという点において知られております。

　このプロセスを見てみますと、コーポレートガバナンス・コード（KingⅢ）の遵守を上場会社

に義務化し、さらに、そこでは「apply or explain」アプローチが採用されておりますが、財務報

告とサステナビリティ報告との統合が、どのようなプロセスで展開されたのかを短くまとめたもの

が以下であります。つまり、KingⅡにおいて、GRIガイドラインを基礎とするサステナビリティ

情報の開示を要求し、そこでは、いわゆるトリプルボトムラインが強調されることになります。

　その後、現在のKingⅢにおいて、コーポレートガバナンス・コードに反映されたステークホル

ダー・アプローチに基づき、サステナビリティ情報の開示から、さらに統合報告の制度化へと展開

したということになります。

　ただ、見落としてはならない点が、ここにあろうかと思います。それは、KingⅠが1994年に公

表された段階で、実は1997年に南アフリカ勅許会計士協会（SAICA）から指針が公表されており
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ます。それが、南アフリカ版OFRであります。このOFRはイギリスを模範とした財務諸表の補足・

補完情報であります。この南アフリカ版OFRの特徴は、いわゆる財務諸表の補足情報から補完情

報へと範囲を広げているという点に特徴があろうかと思います。つまり、アパルトヘイト問題等を

含む、雇用や環境問題、さらには、社会的責任等に関する開示項目をこの南アフリカ版OFRとし

て網羅したという点をここで指摘しておきたいと思います。それがサステナビリティ情報の開示要

求、さらには現在の統合報告へと展開したと私はとらえております。

　また、マルチステークホルダー・アプローチというようなことが南アフリカにおけるガバナンス

の議論では特に強調されますけれども、やはり投資という視点が重要であるということを確認して

おきたいと思います。すなわち、2004年のSRI Indexの創設、あるいはESG情報を奨励する南アフ

リカ責任投資コードの設定など、統合報告においてはステークホルダーの代理者として、資本提供

者、すなわち長期保有株主を想定しているという点であります。

　（シート20）南アフリカにおいては、ガバナンス、戦略、リスク、業績、持続可能性は不可分で

あるという統合思考に基づく経営スタイルを確立する手段として、統合報告を連係させてきたこと

が指摘されています。ただ、南アフリカにおけるこうした統合報告の制度化は、決して順風満帆と

いうわけではありません。例えば、南アフリカの制度化の経路を振り返ってみると、南アフリカは

世界で初めて統合報告を制度化したという点において注目されている一方で、国内に南アフリカ統

合報告委員会（IRC）を設置して議論を進めた結果、2013年にIIRCのフレームワークが公表され

ることによって、２つのフレームワークが同時に存在するという状況が生じました。すなわち、

2011年１月にIRCの方は討議文書を公表し、南アフリカにおいてはステークホルダー・アプローチ

を取っていますので、IIRCの場合と比べるとそこで想定する利用者が異なるという問題があった

ようです。

　King報告書、ガバナンスコードにおいては、あくまでも原則を示していて、必ずしも規範的で

はないという指摘もありますし、またIIRCのフレームワークの登場によって、むしろその指導原

則と内容要素を設定しているため、実質的には、南アフリカの統合報告書の作成の際にはこの

IIRCのフレームワークが具体的なハウツーを与えているという指摘もあるところです。

　（シート21）したがって、南アフリカにおける制度化のインプリケーションとして、それを整理

すると、南アフリカ版OFRにおけるサステナビリティ情報が統合報告に移行・発展し、そして当

該OFRの開示領域は、IRCの討議文書から、IIRCのフレームワークが公表される中で、いわば財

務諸表の補足情報、アナリティカル・コメンタリーとして純化したとみられるのではないかととら

えております。

　しかしながら、補足情報の位置付けであるとか、あるいはMCに係るIASB実務意見書との関係

はあいまいであるということも指摘しなければならないと思います。

　南アフリカにおいても、統合報告の焦点は、あくまでも財務資本提供者であるように思われます。

そこでは、組織の価値創造に係る説明を提供することが求められています。
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　また、現状では、統合報告はあくまでも財務報告の補足情報であるとの指摘もあります。ただ、

南アフリカにおける統合報告の制度化の意義、すなわち南アフリカにどんな実需があったのかとい

う点において、市場のトラストを形成するということが最も重要であったという知見は非常に納得

がいくところです。南アフリカの各企業の統合報告を通じて、マーケットひいては国全体に対する

トラストを形成していく、そこに実需があったと解しうるように思われます。

　結果として、資本提供者の情報ニーズを満たし、資金調達を容易にしているということが指摘さ

れる一方で、しかし全体として見れば、南アフリカにおいても、ステークホルダー・アプローチに

基づく統合経営への十分な発展には至っていないという指摘もあるところです。

　（シート22）また、この後に川島先生から詳細な説明があろうかと思いますが、イギリスに目を

転じてみますと、イギリスにおいても1992年のいわゆるキャドバリー報告書において求められた

Operating and Financial Review（OFR）が今日の戦略報告書へと展開してきた経緯があります。

すなわち、南アフリカと共通するという意味で、OFRの発展、そしてその変容の事実をとらえる

必要があるのではないかと考えているところです。詳細は川島先生にお譲りしたいと思います。

　このように見ると、財務報告の枠組みの中で、非財務情報の開示がどうあるべきかが議論されて

きた、換言すれば、MCの位置付けが統合報告の議論とともに絶えず問題とされてきた、というこ

とを指摘する必要があろうかと思います。

　（シート23）お手元の資料の図１から図５までをご参照いただきたいと思いますけれども、私は

企業報告全体の枠組みの中で、ナラティブな情報たるMC、またESG情報と財務情報の各報告サイ

ロが統合し得るまで、その連係関係が明確になったものが、統合報告として上部構造を形成すると

考えております。その際、統合報告の論点を、その形成過程に照らして財務報告観として類型化し

たものが図２から図５であります。

　図２については、狭義の財務報告観、すなわち財務報告をあくまでも財務諸表本体と注記の報告

と見るものであります。この場合、非財務報告は当然と言ってよいかもしれないが、会計基準設定

問題ではありませんし、またその位置付けが明確でないMC、あるいは非財務報告の連係も意識さ

れていない、ということになります。

　図３は、MCを組み入れた財務報告観ということになります。すなわちIASBが示した財務報告

の枠組みというように置き換えてもよろしいかと思います。ただし、その場合にも、CSR報告書、

サステナビリティ報告書などは、財務報告の埒外であるということです。

　（シート24）したがって、このMCの拡張問題を考えるときに、非財務報告の領域がどこまで財

務報告の枠組みとして組み込まれるのかということが大きな問題になると考えてまいりました。つ

まり、財務報告としてのMC、非財務報告として開示されている、いわゆるKPIや非GAAP測度、

ESG情報などが、いかなる論拠でどの範囲まで組み込まれるのか。その基礎にあるのは、概念フレー

ムワークがそもそも財務報告と非財務報告間で共有され得るのであろうかという点であります。

　結果として、「統合財務報告制度」を考える場合、一般に財務情報と非財務情報を一体化するこ
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とが統合報告であると理解されているわけですけれども、私が想定する「統合財務報告制度」の形

成、すなわち統合報告をも網羅するような現行の財務告制度の再編・改革といった視点においては、

財務諸表はもちろん、非財務報告書も独自の意義をもって存在し続けるであろうと考えております。

　したがって、その意味で、１つのフォーマットに集約されたワンリポートというものを想定して

いるわけではありません。つまり、相互補足・補完関係が明確になった財務情報すなわち財務諸表

本体と注記を対象とした情報と、非財務情報すなわち非財務報告書を対象とした情報、これらが連

係・統合した報告書が、統合報告全体の体系の中で１つのフォーマットを新たに形成するのではな

いかと考えております。その際に、MCは注記化するのか、それとも統合報告化するのか、その行

く末をしっかりと見定めておかなければならないと考えているところです。

　（シート25）このような議論の中で、財務報告の変容のとらえ方を整理してみました。繰り返し

になりますが、財務情報と非財務情報の統合のための報告フォーマットを構築すれば議論は完結す

るのではなく、相互補足あるいは補完関係が明確になった財務諸表と統合報告、そして非財務報告、

その総体の制度化を「統合財務報告制度」であるととらえると、MCという非常に限定的な領域で

あっても、その変化と変容というものが大きな論点になり得るのではないかと考えております。ま

た、財務報告から統合報告へと展開するととらえたときに、図５の段階では、MCが大きく変容し、

また新たな報告フォーマットに吸収されるとも考えられるところです。

　したがって、ナラティブな情報に係る開示制度の類型化を踏まえて、わが国はどういった方向に

進んでいくのかということが議論されるべきであろうと思います。

　例えば、アメリカのMD＆Aは、あくまでも財務諸表補足型であり、投資意思決定に係るリスク

情報の拡充型として位置付けられるであろうと思います。一方、イギリスOFRにおいては戦略報

告書へと展開しておりますし、それはいわば、財務諸表の補足から補完型へと展開し、財務報告制

度の再編成に組み込まれた展開として説明することができると思います。

　現状のIASBのMCは、イギリス型と非常に類似していますが、そこにCSR報告を含まないとい

う点で区別されるべきであろうと思います。また、南アフリカ版OFRは、CSR情報拡充型からサ

ステナビリティ情報の開示要求を経て、今日の統合報告へと展開している。そうすると、MCが注

記化するのではなくて、むしろ統合報告化していくということであれば、もはやIASBの守備範囲

を超える問題となりますので、MCに係る開示基準あるいは指針の設定について責任を担う国際機

関として、これがふさわしいかどうかは明確ではなくなります。言い換えれば、IIRCとの連携あ

るいは資源の共有が、統合報告という点において重要になってくると思われます。

　（シート26）それでは最後に、私に与えられた問題提起という役目としまして、４つほど申し上

げたいことがございます。１つは、統合報告書であるためのIIRCのフレームワークの準拠性とい

う観点です。この点については、森先生にご見解を伺いたいと思っております。また、２つ目とし

て、統合的な報告、すなわち統合報告と区別される統合的報告の実態や、あるいは統合経営を導く

ための道筋について、これは大津先生にお伺いしたいと思っております。３つ目として、統合報告
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の制度化の経路ということで、わが国におけるインプリケーションについて、川島先生にご説明を

お願いをしたいと思っております。最後に４つ目として、古賀先生には統合経営の発展に資するよ

うな、統合報告研究の在り方についてぜひ示唆を与えていただきたいと思っております。

　この４点について要約しますと、私は統合報告における「開示アプローチ」と総称していますけ

れども、IIRCのフレームワークは、統合報告書に対する責任の表明等を求めております。また、

フレームワークの適用、あるいは作成と表示の基礎において、重要性の決定プロセスを要約して示

せといった開示アプローチ、これが非常に強調されている点にその特徴があろうかと思います。と

りわけ統合報告書に対する説明については、統合報告書の誠実性を確保する責任に関する同意、あ

るいはガバナンス責任者の集団的思考に基づき作成表示されたことに関する同意があることを含む

ものです。また、フレームワークに準拠して作成されたものかどうかについての意見、または結論

を表明することになっています。

　ちなみに、IIRCのフレームワークは、日本語では「～する」と翻訳されてますけれども、原文

は全て「すべきである」、あるいは、「しなければならない」という意味のshouldであります。ど

う訳せばよいのかということも、翻訳作業の中で大いに議論になったことを付け加えておきたいと

思います。

　さらに、こうした表明を含まない場合には、ガバナンス責任者がどのような役割を果たしたのか、

将来その表明を含むためにどのような手順が取られているのか、また表明が含められるまでに必要

とされる時間軸、少なくともIIRCのフレームワークを読めば、３度目の統合報告書までにこの表

明を含めること、という指摘があります。これは決して無視できないことです。すなわち、IFRS

に準拠した財務報告が求められるのと同じように、IIRCのフレームワークに準拠した場合にはじ

めて統合報告書と呼べるものになるという点で、少なくともフレームワークの要求とかなりかけ離

れた実務の現状は把握しておく必要があるのではないかと思います。

　（シート27）「comply or explain」アプローチのあり方をめぐって、「制度として現在ある財務報告」

と、「自発的な取り組みとして萌芽期にある統合報告」との連係は、決して対立的ではないと思い

ます。統合報告の国際的な広がりが、国ごとの財務報告制度の自立的な展開を促していく側面から

影響を与えていくことも予見されます。

　現時点では、IIRCは統合報告書のひな型を規定する意図がありませんので、今後も統合報告と

いう名称を用いたパッケージとして、多様な統合報告の媒体間の連係関係の存在を想定していく必

要があるだろうということです。

　（シート28）ただ、その場合にも、自己表明型統合アニュアルレポート、いわゆる自称統合報告

書の確実な広がりをどう受け止めるべきかという問題があります。この点についてIIRCはフレー

ムワークに準拠するのではなく、参照するという適用方法を基本的に想定していないようです。つ

まり、従前のアニュアルレポートにCSR報告書等を合体した、統合アニュアルレポートへの変容

が進行すると予想されますので、そうした中でわれわれの研究対象は、果たしてこのような統合的
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な報告なのか、あるいはあくまでもIIRCのフレームワークに準拠した統合報告なのか、これを見

定めておく必要があるのではないかということです。

　したがって、フレームワークの適用に係る課題としては、国際的な承認に基づく国際統合報告フ

レームワークの規範性、あるいはその権威ないし正統性というものが、改めて問題とされなければ

ならないのではないかということが挙げられます。

　また、実務にあっては、統合報告書に対する組織的な責任の表明や、あるいは開示範囲が拡大し

ていく、これを私は開示の「重層化」と呼んでいますけれども、そうした負担の増大をどのように

受け止めるべきか、さらには、「comply or explain」アプローチの適用については、まだまだ日本

には経験がありませんので、統合報告の信頼性の確保がいかに進められるべきか等の課題が提起さ

れます。

　加えて、統合報告の制度化に向けて、IIRCと他方でアメリカのサステナビリティ会計基準審議

会（SASB）において議論されているKPIの表明については、これも方向性が微妙に違うように思

います。

　統合的な報告ということを全否定するのではなく、むしろIIRCがその基底にあって求めている

ような統合経営に資するようなものであれば、統合的な報告であっても決して否定されることでは

ないのではないかとも考えられるところです。伊藤レポートにおいても、「統合的な報告」という

ものが想定されているように思われます。

　実務に向けて、統合報告書の作成上の留意点として幾つか挙げておきましたけれども、こうした

点が議論になるでしょう。さらには、いわゆるサイロを打破するという意味での部門間の情報共有

の円滑化や、投資者と経営者間のコミュニケーション、すなわち対話の促進が、統合報告書あるい

は統合的な報告を通じて求められるものと思います。

　（シート29）結びとして、私は日本型の「統合財務報告制度」の形成というものを構想しており

ますので、少なくとも現在のアベノミクスの成長戦略やあるいは日本再興戦略というものを視野に

入れるならば、スチュワードシップ・コードと統合報告フレームワーク、そしてコーポレートガバ

ナンス・コードの連携の必要性があるのではないかと思うところです。

　また、他方では、統合報告の制度化をめぐって有価証券報告書の改造論といった議論もあるとこ

ろです。その場合、コンプライアンスから対話への転換を可能にするような、現行の財務報告制度

と共存する統合報告の方向性として、重要性の高い情報を要約した簡潔な報告書をプラットフォー

ムとして、さらに有価証券報告書その他の媒体との連係を踏まえた、全体としての開示枠組みの形

成というものを考えていかなければならないと思っております。

　有価証券報告書を改造して、ワンレポート型の統合報告書に置き換えるということとは異なる経

路があるのではないかと思います。私はワンレポートというのは統合報告の一形態であって、究極

の到達点ではないと考えています。しかし実務では、どうもワンレポートとしての統合型のアニュ

アルレポートに収斂していくような方向性があるので、無視してはならないIIRCのフレームワー
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クの重要なポイントを、本日指摘させていただいたところです。

　アメリカのSASBは、SEC開示規制の中に、MD&Aを媒体として非財務情報を取り込み、産業別・

業種別のKPIの標準化を意図していますが、果たしてわれわれはイギリスの考え方を導入した

「comply or explain」アプローチを採っていくのか、あるいはアメリカ型の証券市場規制の考え方

をベースに考えていくのか、その選択が迫られていると思います。

　統合報告が提起している持続可能な社会の構築を志向した、統合思考に基づく統合経営の発展に

ついて、その理論研究の在り方については、古賀先生にすべてをお委ねしたいと思っております。

　以上で私の報告とさせていただきます。ありがとうございました。
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図５．連係・統合報告の制度化の一形態
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